
第 14章のちょっと一服の解答例 
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オイラー方程式を以下のように変形する。
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Fには、陽にθが現れないので、 
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となるので、 
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となるので、 
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さらに、図から分かるように、１点で r = 0となることを利用すれば、 
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となるので、 
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r = 0のとき、θ = 0とすれば 
 c2 = 0  

となる。よって、 
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よって 
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となり、半径 β = −λの円なので、 

 β = −λ =
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となる。よって、周長 L0の図形で最大の面積を与える図形は、半径
L0
2π
の円であ

る。 

 

 

 


